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る問題であり，どの言語が授業で使われるかという問題はその教育内容を規定するとともに，子  
供達がその能力をどの程度発揮できるかにも大きく影響を与える問題でもある。WongHoyKee  
（1973）の言糞を借りれば，   
「言語はコミ ュニケーションの不可欠な手段であり，とりわけその言語が母語である場合に  
は，子供の知的成長のみならず性格形成においても，最も重要な形成的影響力を与えるもの  
のひとっである。実に言語は，ある個人がその人格を表現する手段であるだけでなく，ある  










原理であり，民族的主張として買かれてきたものである。   
一方植民地宗主国の言語である英語は，英領マラヤの政府機関や都市部の学校を中心に経済的  
価値の高い言語として普及していたが，これを独立マラヤの共通語とするには抵抗があった。経  
済的，教育的従属の維持機能についてアルトバック（1978／84）は次のように述べている。   
「言語は多くの第三世界の国々において国際的な立場を決定するキー概念である。どの言語  














文吉の整備を考えれば，その当事者の苦労と生徒の混乱は想像に難くない。   
ところが，1990年代初め頃より，そうした強引な匡I語（マレーシア語）化政策が一部転換され，  
英語・華語（中国標準語）・アラビア語などの国際言語の価値が再評価されるようになった。ま  
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ず政府は高等教育機関，特に大学院理工系科目において英語による教授を容認する姿勢を示し，  
英語媒体によるカレッジの設立を認めた。 さらに政府は2000年までにマレー語媒体の国民小学校  
に華語の授業科目を導入する政策を表明し，高等教育の授業用語にも認可のきざしがうかがえる。  
こうした一連の動きに応じて，マレー系の親も国際的ビジネス用語としての華語（中国語）の効  
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この動きは20世紀の初頭になって海外華僑の中華学校にも及ぶようになってきた。1904年ペナ  



































年にはクアラルンプルの尊孔学童が初めて後期中等レベルの教育（Senior Middle Classes）を  
開始した17）。  
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などの民族語学校は最終的には廃止されるべきであるという方針を内包していた。   
この動きに中国文化と伝統の消滅の危機を感じた華人グループは，同年，中国系米国人W．P．  
Fennと国連官吏WuTeh－Yao（呉徳耀）両博士を通じて，三言語主義と華語学校の保存改善を  
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とする「完全変換」を意識した表現である。従って華人グループにとって，この過渡期的措置は  
決して心安まるものではなかった。   
こうした植民地政府の動きに対応して，2つの重要な華語教育関連団体がこの時期に生まれて  
いる。バーンズ報告によりマラヤ華語教育界の態度は硬化し，すでに日本軍の侵攻以前から一部  
の州で結成されていた華語学校教師会（ChineseSchooITeachers Association＝CSTA：華校教  
師会）がマラヤ各州や都市に急速に結成され，1951年12月には全半島部のCSTAを結集し，  
6，369人の教員を代表してマラヤ連邦華語学校教師会総会（United Chinese Teachers Associ－  
ationof the Federation ofMalaya＝UCSTAFM：馬来亜聯合邦華校教師会総会／独立後は  
UnitedChineseTeachersAssociationofMalaysia＝UCSTAM／教練（Jiao Zong））が結成さ  
れた31）。1953年から61年には第三代議長，スランゴール尊孔撃堂再建者LimLianGeok（林連玉）  




『新給与補助計画（New Salary Aid Scheme）』32）が提案されるに及んで，これまで社団  
（Shetuan：華人ギルド）を通じて反対報告を政府に提出していた華語学校理事会も，各州レベ  
ルで独自の組織を結成する動きに転じた。全半島の華語学校州理事連合会（Chinese SchooI  
Committees，Association＝CSCA：華校董事聯合会）は1954年8月に各州3名の代表を中央に送  
り，マラヤ連邦華語学校理事連合会総会（UnitedChinese SchooICommittees，Association of  
theFederatedMalaya＝UCSCAFM：馬来亜聯合邦華校董事聯合会総会／独立後1979年以降は  
UnitedChineseSchooICommittees’AssociationofMalaysia＝UCSCAM／董絶（DongZong））  
を結成した（政府への社会組織としての登録は1955年）33）。   
さらに1953年8月，華人教育に関するマラヤの最も有力な三団体，すなわち教練（UCSTA），  











3 独立マレーシアにおける華語教育の変遷  
マレーシアの独立を目前にひかえた1955年7月の第一回連邦立法評議会選挙でUMNOとMC  
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蓑1西マレーシアの華文独立中学の授業言語の変遷45）  
州   非改制（華語）   改制（華語→英語→華語）  改制（華語→英語→国語）   
中化（Muar），   培華（Sg．Mati／Muar），   培智（Muar），  
中華（Kluang）．  培畢（Pontian）   昔華（Segamat）   







華文（PulauSebang）   
中華（Seremban）．中華（P  振華（Seremban），  
ヌグリスンピラン  ortDickson）  啓文（Babau），  
中華（Pilah）   
濱華・興華（Kelang）   光華・中華（Kelang）   公教（PetalingJaya），  
スランゴール  育葦（Sekincan），  
育華（Kajang）   
クアラルンプル   循人・坤成女子（KL）   革孔・中華（KL）  
深譜（Ipoh），   育才・培南（Ipoh），   礪利亜・霹靂女子・三徳  
育青（PantaiRemis）＊   崇華（KualaKangsar），   （Ipoh），興中（Siput），  
ベラク  
南華（Manjung），   天定（Lumut），  
培元（Kampar），   中華（Bidor），  




吉華（AlorStar）   
ペナン   韓江（Penang）   日新・鐘震・菩提・濱華女子  中華・恒毅・修道院・聖心・  
（Penamg）   協和（Penang）   
中華（Lipis），中競（Raub），  
中華・啓文（Bentong），  
ノヾハン  華聯（Mentakab），  
金馬嵩（Cameron），  
中華（Kuantan）   
トレンガヌ  中華維新（Trengganu）   
クランクン  中華（KotaBahru）   中正（KotaBahru）   
小計   16   21   33   
1961年改制校数  54   
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が勧告された46）。   
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華語独立大学問題   






は国王の承認を必要とする」と規定した『大学および大学カレッジ条例（Universities and  
UniversityCollegesAct）』を通過させ，事実上私立大学の設立を禁止した54）。  
1978年には華人系野党民主行動党（DAP）と華人組織を中心とする独立大学設立請願運動が  






善することを約束した。   
しかし華人系グループの一部は満足せず，この政策論争を独立大学法人（MerdekaUniversiti  
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展政策（NewDevelopment Policy）に発展解消させ，同年国家発展構想「ビジョン2020  
（Wawasan2020）」を発表した。それによればマレーシアは西暦2020年までに年7％以上の経済  
成長率を維持し，経済的にイスラーム国として最初の先進国の地位を達成するとともに，社会文  




高等教育の拡大と民営（企業）化 ②国際的競争力と国際経済市場を視野に入れた教育言語（特  
に国際言語）への規制緩和が推し進められ，後者の目的のためには，③精神的・道徳的に裏打ち  
された自我の確立のために精神価値に関連した科目が高等教育機関で必修化された。   
教育言語に関する規制緩和は，まず英語に対する政府の対応の変化によってもたらされた。こ  
れまでの強引な言語統合政策にもかかわらず，マレーシア政府は少なくともマレー系児童生徒に  
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いう国立大学の「民営化（企業化）」がマラヤ大学を皮切りに計画されている77）。  
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表2 マレーシア公立小学校の言語ストリーム別入学者数と学校統計  
年  マレーシア語   華語  タミル語  特殊学校  合計  
1989 児童数 1，716，483  582，194  92，243  
％   （71．79％） （24．35％）  （3．85％）  
2，390，920  
（100．0％）  
1991 児童数 1，845，400  
％  （72．91）  
583，218  99，876  
（23．04）   （3．94）  
2，321  2，530，815  
（0．09）   （100．0）  
1995 児童数 2，126，123  
％  （75．19）  
596，341   102，776  
（21．08）   （3．63）  
2，387  2，827，627  
（0．08）   （100．0）  
1997 児童数 2，168，354  
％  （75．54）  
601，891  98，072  
（20．97）   （3．41）  
2，350  2，870，245  
（0．08）   （100．0）  
（1997）学校数  5，244  
学校規模  413．5  
教員数 116，978  
S／T比率  18．5  
1，282  530  
469．5  185．0  
27，062  6，108   
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表3 ジョホール・パル地区華語小学校（6校）の児童構成（杉本1g98）  
華人  インド系  その他  マレー系  合計  
男  女  男  女  男  女  男  女  男  
































叫＼学校はマレーシア、ジョホール・パル地区の   
6校の華語小学校在籍のマレー系児童数。総児   
童数は1997年で12，094人（179人＝1．5％）。  
＊＊西マレーシアの華文独立中学13校のデータ。   
入学後6年間に転退学した者がいないと仮定し   
た数値。生徒総数は13827人（64＝0．46％）。  
＊＊寒寛柔中学のデータは92年以降のみ。生徒数63   










ている学校も7校存在した85）。   
学校規模は5クラス33人のシブ建興中学から，132クラス6，277人のジョホール・パル寛柔中学  
（FoonYewHighSchool）まで様々で，生徒総数は1996年で57，092人，教員数は2，679人にのぼっ  
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表4 マレーシア（全国）中等学校統計（1997／1995）  
学校数仏） 生徒数（B）   B／A  教師数（C）  
公立中学 普通科  
（1997） 特殊学校  
技術・職業校  
宗教学校  
1，412 1，741，914（91．2）1，233．9   
3  524（0．0） 174．7   
78  26，569（1．4） 340，6   





















1，585．9   
237．6  
17．8  
合 計  1，7751，910，429（100％）1，076．3 99，734（100％）＊18．6＊  
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表5 マレーシア華文独立中学校（14校）の生徒民族構成（杉本1998）  
マレー系  華人  インド系  その他  合計  















??????????? ?????? ???? ????????? ????1854 1396  
1547 1252  
1451 1316  
?????????
????
先修班＊  0  0  345  281 15  30  3   0  363  311 674  
合計  22  4711444 8501  







??? 4111540 8626  20166  
（0．46）  （100％）  
＊ 国内STPM（フォルム6レベル）試験を受験し，国内大学への進学を目指すクラス  
あったが，学校によって6時間のところから8時間のところまで若干の強調の差が見られた。高  
中（高校）段階は文系・理系・商業系あるいはコンピュータ（電脳）系などに専攻が分岐し，そ  














































図2 華文独立中学14校の教員学歴取得先国  図3 独立中学卒業生国外大学留学先国分布  
（杉本1998）  （杉本1998）   
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図4 ジョホール州ジョホール・パル地区をモデルとした民族教育動態（杉本）  
48．6％  38．42％  
＊公立マレーシア語の体系の進学状況は全国データを援用。本図では労働市場（就職）への  
流れは含まない。（1）STPM受験の先修姓は一部の中学のみ付設。平均4．3％が進学。  
（2）カレッジとしてはジョホール地区近郊に南方学院（Southern College）がある。  
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択の動向は，マレー系と華人系の華語教育への評価をより明確に映し出してくれることだろう。  
＊本研究は平成10年度文部省国際学術研究（07041024）『多民族国家マレーシアの地方都市にお   
ける「文化生態」に関する総合的研究』（東京大学）の助成による研究成果の一部である。  
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SomeRecentDevelopment’，Pp．74L75，inZainahMarshallsayed．，OP．Cit．，（66）．  
77）「馬大提高学費700％建議」，『星州日報』，1995，5，20；MichaelLeigh，1997，‘The Privatisa－  
tion ofMalayslan Higher Education：A Cost Benefit Analysis Stakeholders，Agenda   
Setting’，Pp．119－134，inZainahMarshallsayed，，OP．Cit．，（66）；アジア経済危機により1998  
年1月現在計画は凍結されている。  
78）‘YoungMind，01dTool：Chineseabacusto aid maths education’，FarEasternEcono－  
mよc月euよe叫1995，4，6，p．26．  
79）『華文教育問与答：給関心子女教育的家長』，1996，董教練中央宣教組，p．2，Selangor．  
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82）調査協力校6校（1996年児童数）は，寛柔第一小学（Foon Yewl；2，421人），寛柔第四小学   
（FoonYew4；2，485人），国光／ト撃（KuoKuang；5，296人），St．Joseph Primary School   
（1，242人），BanFooPrimarySchool（104人），甘技士小学（KempasBaru；349人）。  
83）マレーシアの華文独立中学に関しては次の論文に詳しい。杉村美紀，1990，「マレーシアの国民教   
育政策と『華文独立中学』」，『比較教育学研究』第16号，pp．9ト102；竹熊尚夫，1994，「マレーシ  
アにおける華文独立中学の民族教育活動」，『九州大学教育学部紀要』第39集，pp．143－156．  
糾）『1992年馬来西亜華文独立中学資料調査報告書』，1992，馬来西亜董教練全国華文独中工委会，（以   
下『1992年調査報告書』），p．3．  







92）調査協力校14校（欧文名；所在地；創立年；1996年生徒数）は蕨披中化中学（Chun Hwa；   
Muar；1912年；1，512人），居璧中華中学（ChunHwa；Kluang；1918年；3，434人），新山寛柔  
中学（FoonYew；JohorBahru；1913年；6，277人），馬六甲培風中学（PayFong；Malacca；   
1913年；1，598人），芙蓉中華中学（Chung・Hua；Seremban；1913年；2，169人），惰保育才中学   
（YukChoy；Ipoh；1908年；1，347人），江沙崇華中撃（TsungWah；Kuala Kangsar；1911   
年；294人），天定南華中撃（NanHwa；Manjung；1936年；965人），安順三民中学（SanMin；  
TelukIntan；1929年；249人），太平華聯中撃（HuaLian；Taiping；1937年；500人），竺渓大   
年新民中学（SinMin；Sg．Petani；1957年；159人），亜羅土打新民中学（SinMin；AlorSta；   




95）台湾教育部『回国升撃僑生人数統計，八十六学年度（1997）』，1998，教育部統計虞，pp．10－13   
（大専院校億生地匝別統計），pp．77仙83（歴年度大専校院畢業僑生億居地人数統計表）。  
96）『1992年調査報告書』前掲書，p．44．  





98）ジョホール州コタティンギ（KotaTinggi），テロック・スンガット小学校（SekolahWawasan   
TelokSengat：JBA3015）が1997年6月開校した。文部省は1985年からこの「統合学校」構想を   
計画していた；「I計－一屈櫓下的夢一関干宏唐芋校」，『華教導報』，1997，11，pp．20…21．  
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